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夏休み真っ盛りの７月，８月。登戸研究所資料館のある明治大学

生田キャンパスでは，オープンキャンパス・科学教室などが開催さ

れ大勢の人でにぎわいました。資料館にも多くの方が訪れ，登戸研

究所や秘密戦のことを知っていただく良い機会となりました。訪れ

た方の中には，明治大学ができる以前，ここには陸軍の秘密研究所

があったということに驚かれる方もいらっしゃいました。 

夏休み期間中に寄せられた声の一部をご紹介いたします。 

  ◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇ 

「ちょうど 8 月中旬は戦争に関するテレビが多く、戦争について

考えさせられる時期でしたので、今回興味を持って見学する事がで

き良かったです。」 （８月 19 日「子どもの科学教室」参加ご父母より） 

「明治大学内にこの様な建物があるのにおどろきました。時間が無

かったので、もう一度ゆっくり来たいと思いました。」 

（８月２０日「ひらめき・ときめきサイエンス」参加ご父母より） 

 

「この場所が日本陸軍の研究所として、使用されていたことを知ら

ず、今日は勉強になった。丁度、先日風船バクダンの事を TV で見

たので、詳しく知ることができてよかったと思う。」 

（オープンキャンパスで来館されたご父母より） 

「明治大学のオープンキャンパスだったのでついでに…という軽

い気持ちで来たのですが、戦争がいかに悲惨なことか思い知らされ

ました。戦争から多くの年月が過ぎ、戦争体験者が少なくなってい

く中で、自分達が戦争の悲惨さを伝えなければならない事を痛感し

ました。」     （オープンキャンパスで来館された１０代男性より） 

「よく知らない事が沢山あってびっくりしました。人体実験があっ

たのは信じられないです。見てみて知った事もいっぱいで、寄って

みてよかったです。」 

（オープンキャンパスで来館された１０代女性より） 

 

    

 

このコーナーでは，毎回お客様から寄せられた質問を取り上げて

お答えしていきます。第１回目は登戸研究所資料館となっているこ

の建物についてご紹介いたします。     

当資料館は今年の３月に開館しましたが，実はこの資料館の建物

は建てられてから少なくとも築７０年は経っているのです。つまり，

この資料館の建物はもともと登戸研究所のために建てられたもの

なのです。資料館第一展示室には 1941（昭和 16）年に撮影され

た航空写真が展示されていますが，この写真にもしっかりと資料館

の建物が写っています。 

登戸研究所時代この建物では，敵国の稲や小麦などの食物を枯ら

す生物兵器を研究・開発していました。戦後、明治大学が登戸研究

所跡地を買い取った後は、農学部の研究室として昨年（2009 年）

まで使用されていました。 

登戸研究所資料館設立にあたり，内装や照明などを改装し登戸研

究所時代の様相をできる限り再現しました。また，流し台やコンセ

ント跡など当時からある部分をできる限り保存しております。     

        

（左）農学部の研究室として使用されていた頃 （右）現在の資料館

内装や照明が異なっていることがわかります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

                    

                    

                    

 

 

                 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

平和教育登戸研究所資料館第 1 回企画展開催のお知らせ 

 戦争遺跡写真展「登戸研究所から戦争遺跡をみる ～川崎を中心に～」 

2010 年 11 月 3 日（水・祝）～12 月 4 日（土） 明治大学平和教育登戸研究所資料館内 

登戸研究所をはじめとした戦争遺跡などを長年にわたり撮影を続けている写真家・小池 汪氏。 

小池氏の写真を通じて，登戸研究所や川崎を中心とした登戸研究所関連の戦争遺跡を紹介し，考察する写真展です。 

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

＜第１回企画展開催にあたって＞ 館長 山田 朗 

本資料館は本年 3 月 29 日の開館以来、多くの方々にご見学いだだき、平和教育の発信地、地域連携の場としての役割を果たしてまいりました。 

しかし、本資料館の常設展示だけでは登戸研究所の全てをお伝えできておりませんし、全国の戦争遺跡における登戸研究所の位置づけや近在の戦争遺跡

との関連性を具体的にお示しすることもできておりません。 

そこで本資料館では初年度から企画展を開催して、常設展示とはちがった視点から登戸研究所を検証するとともに、戦争遺跡の現状と保存・活用につ

いて多角的に問題提起していくつもりです。 

 

 

◇◇第１回企画展記念講演会のお知らせ◇◇ 

日時：2010 年 11 月 3 日（水・祝）午後１時～（午後 12 時半開場） 

場所：明治大学生田キャンパス 中央校舎 6 階メディアホール ※事前予約不要 

[ 第 1 部 ] 上映会：午後１時～午後３時     [ 第 2 部 ] 講演会 ：午後３時２０分～午後３時５０分（予定） 

「帝銀事件 死刑囚」               講師：山田 朗館長（本学文学部教授）「登戸研究所と秘密戦」 

（熊井 啓監督，日活，1964 年，116 分）              ◎当日，資料館は午後５時まで開館いたします。 

山田 朗館長（明治大学文学部教授）・渡辺賢二明治大学兼任講師による 

登戸研究所史跡ツアー 

明治大学構内に残る登戸研究所史跡を巡ったあと，資料館を解説つきでご案内いたします。

開催日：10 月 29 日（金），11 月 6 日（土），11 月 27 日（土），12 月 11 日（土）

集合場所：午後１時 生田キャンパス 中央校舎 1 階ロビー 

内 容：集合後 明治大学生田キャンパス内登戸研究所史跡見学 

    午後１時半 登戸研究所資料館見学 

    午後２時半頃 解散予定 

参加費：無料 

≪事前予約不要ですので，ぜひご参加ください！一般の方もご参加頂けます。≫ 

12 月 26 日（日）～１月 7 日（金）まで休館します。

 

＜開館のご案内＞  

水曜日～土曜日 午前１０時～午後４時まで 

 

※10 名以上の団体見学を希望する場合は，原則，見学

希望日の１ヶ月前までに，電話またはメールにて事

前に予約してください。 

※団体見学の場合は日曜日も予約可能です。ご相談くだ

さい。 

１０月 ７日現在の来館者数は， 

      ６，５００名です。 
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